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消化性潰瘍の 発生は , 胃腸粘膜 に 作用す る塩酸 , ペ
プ シ ン 分泌 能を 中心 と す る 攻撃因子と , 粘液分泌能及
び粘膜抵抗の 防御因子の 2 つ の 因子群 の バ ラ ン ス に よ
っ て 決定さ れ ると す る Su n a nd S hayl)の 説 は今 日 で
も広く 支持さ れ て い る . 臨床上 , 肉体的 な ら び に 精神
的ス ト レ ス が 攻撃因子た る , 塩酸 , ペ プ シ ン 分泌を 冗
進せ しめ て , 潰瘍の 発生 , 増悪 を も た らす 事 は良く 知
られて い る事実で あ る . こ の 原潟 と し て , ス ト レ ス が
視床下部副交感神経中枢を刺激 し , 迷走神経 を介 して
壁細胞 , 主 細胞 , ガ ス ト リ ン 産生細胞か ら , 塩酸 , ペ
プ シ ン , ガ ス ト リ ン 分泌を促 す機序と , 視床下部交感
神経中枢を刺激し て , 交感神経 岬 副腎髄質系経路 に よ
り カ テ コ ー ル ア ミ ン を 放出す ると 同時 に , 視床下部一
下垂体前農系経路よ り放出され る AC T H が副腎皮質
ホ ル モ ン の 分泌増加 を促 し , それ に よ っ て 胃酸分泌 を
冗進せ しめ る 機序が考 え ら れ て い る . しか し , こ う し
た病態の 解明 は, 消 化性潰瘍の 治療法の 選択 の 上で き
わめて 重要で あ る に も か か わ らず , 現 在な お 不 明な点
も多 い .
そ こ で 著者は , イ ン ス リ ン 刺激 に よ る低血糖状態が ,
前述 し た ス ト レ ス と 同 様 の 刺激状態 を 招来 し得 る
事2 8)2 9協 利用し て . 両側 副腎摘除を施 し た犬を 用い て ,
迷走神経系経路の 胃酸分泌動態 を検索 し . 更 に 外因性
エ ビネ フ リ ン なら び に ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 投与 に よ っ
て
. 視床下部一副腎髄質系経路 . 下垂 体前柴一副腎皮
質系経路の 胃酸分泌動態を検索 し た . ま た こ れ ら に 選
択 的近 位 迷 走 神経 切 断 術 Selc ctiv e Pr o xim al
Vagoto my( 以下 S P V と略す) を追加 し , 下垂休一副
腎皮質系経路の 胃酸分泌能が迷走神経切断術 に より 受
ける影響 に つ い て も 検討を 加え た の で 報告す る .
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材料な らび に 方法
1. 実験動物
24時間以上絶食後 の 体重10 ～ 15 kgの 雑 種成犬
を使用 し た .
2. 両側副腎摘除法 と術後管理
末梢静脈 よ り ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン を点滴静注 し な
が ら, 全身麻酔下 に , 経開腹法に て 両側副腎全摘除術
を施行し た . 術後 1週間 は5 mg/ kgの ハ イ ド ロ コ ル
チ ゾ ン を朝 , 夕 2回筋注し , そ れ以後 は朝 の み 補充 し
た. 塩 分保給 に は , 1 %食塩水を与 えた .
3 . 胃液採取 な らび に 胃液酸度の 測 定
胃液採取実験 は 1 週間 に 2 回を越え な い こ とを 厳守
し ,実験開始 24時間前に は ハ イ ド ロ■コ ル チ ゾ ン の 投与
を 中止し同時 に 絶食 と した . 胃液採取は麻酔下 に 行 っ
た . 麻酔 は , 塩酸 ケ タ ミ ン 15 mg/転筋往 に より 導入
し ,以 後 は サ イ オ ペ ン タ ー ル 20 mg/ kg ･ h を点滴静
注し 一 定深度 に維持す る 様努め た . イ ン ス リ ン 刺激実
験に お け るイ ン ス リ ン 投与量は 0.3 u/kgで 経 静脈内
に 1 回投与 し た . 胃液採取法は , ア ー ガイ ル 社製の サ
ー レ ン サ ン プ チ ュ ー プを 経口 的に 胃底部に 挿入 し , 持
続的に 吸引 し , 10分間隔の 分画採取を行 っ た . 胃液酸
度の 測定 に は , HI T A C HI- H O RIB A社製の PH メ ー
タ ー を用 い 1/50 NM NaO Hに て PH - Stat で e nd
point pH 2.9迄 滴定 して 遊 離塩酸度を求め ,液量と 遊
離塩酸度か ら胃酸分泌 量 (mEq/10min .)を算定 した .
4. 測 定項 目
1) 基礎酸分泌 量
前液を 20分間吸引除去後 , 胃液採取を開始 し , 120
分間の 酸分泌 量 を も っ て 基礎酸分泌量 Bas al Acid
Interr elatio nbetw e en the Vagal and Pituitary-A dren al Co mpone nts in the Ga stric Se-
C r etOry Respo ns e･ (Experim e ntal Studies o nTotal A dren alectomized Dogs.) Toshihiko
Matzu m oto, Departm ent of Su rgery(ⅠⅠ) (Dire ctor: Prof. Ⅰ. M iya zaki), Scho ol of Med ト
Cin e, Ka n a z a w aUniv ersity.
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Output( 以後B. A . 0. と略す) と し た ･
2) 最大酸分泌量
イ ン ス リ ン 静注後 2時間 の 酸分泌量 を も っ て 最大酸
分泌量 Ma x m al Acid Output(以 後 M. A. 0. と略す)
と した .
3) 最高酸分泌量
イ ン ス リ ン 刺激試験で 最高酸分泌反応を示す連続す
る2 分画の 酸分泌量 を6 倍し て 最 高酸分泌量 Pe ak
Acid Output (以 後 P. A. 0. と 略す) と した ･
4) 血中 ガス トリ ン
基礎酸分泌試験で は前液吸引直後 , イ ン ス リ ン 刺激
試験 で は刺激直前に 採血 し , それ ぞれ 前値 と し , 以 後
は , 15分値 , 30分値, 45分値 , 60分値 , 75 分値, 90
分値 ,105分値 ,120分値を経時的 に 股動脈 より 採血 し ,
C. Ⅰ. S . 社製の Radioim m u n o a s s ay Kit で測定 し た .
5) 血糖値
デキ ス ト ロ ス テ ィ ッ ク ス呈 色反応を ェ ー ム ス ･ リ フ
レ ク タ ン ス ･ メ ー タ ー で 測定 した . 血糖値測定時間は t
イ ン ス リ ン 刺激直前 , 刺激後30分 , 60 分 ,90分 ,120
分の 値で あ る .
5. 実験群
1) 両側副腎温存犬 (4頭)
i) イ ン ス リ ン 単独刺激群
2) 両側副腎摘除犬 (12頭)
i) 基礎酸分泌群
ii) 基礎酸分泌 + ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 1 咽 / 短負
荷群
ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン (以 後 a . c . h. と 略す)は基礎酸
分泌胃液採取開始後60分よ り 10分間 に 全量1 mg
/ kgを 持続投与し た .
iii) イ ン ス リ ン 単独刺激群
iv) イ ン ス リ ン 刺激 + エ ビネ フ リ ン 30 ng/ kg ･
miⅢ 負荷群
ェ ピ ネラ リ ン はイ ン ス リ ン 静注後 30分よ り60分後
まで の 30分間 に わ た り持続投与 した .
Ⅴ) イ ン ス リ ン 刺激 十 ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 1 mg/
kg負荷群
a. c, b. 負荷は イ ン ス リ ン 静往後 40分 よ り 60 分後
ま で の 20分間に わ たり 持続投与 し た .
3 ) 両側副腎掃除十 S P V犬 ( 3 頑)
i) 基礎酸分泌群
ii) 基礎酸分泌 + ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 1mg/ kg負
荷群
a . c . h. 負荷方法 は前述 と同じ .
iii) イ ン ス リ ン 単独刺激群
iv) イ ン ス リ ン 刺激 + ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 1 mg
/ kg負荷群
a. c. h. 負荷方法 は前述 と同 じ .
成 績
1. 両 側副 腎温 存犬
1) イ ン ス リ ン 単独刺激群 ( 図Ⅰ)
両側副腎温存犬の 酸分泌 量 は す べ て の 犬で 著 しく抑
制さ れ , 明瞭な 酸分泌促進効果 は認 め ら れ な か っ た .
4頭平均の M. A. 0. は 2.5 ± 0 .7 m Eq, P. A. 0.
は 3.7 ± 1.8 mEq で あ っ た .
イ ン ス リ ン 静注 30分後の 血糖値 は 50 mg/ 山 以下
に 低下 し て い た .
2. 両 側副腎摘除犬
1) 基礎酸分泌 + ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 1 皿g/kg負
荷群 ( 図2)
■基礎酸分泌群 で は1 0分目の 酸分泌量 は 0.69 ±
0.22m Eq, 60分目は 0.40 ± 0.16 m Eq, 120分目
の そ れ は 0.26 ± 0,26 mEq で あ り 時間経過と共に
, 髄 一三慧霊 監 :認 諾諾 意器
図1 両側副腎摘除前, 後 での イ ン ス リ ン刺激胃酸
分泌動態 .
両側副腎摘除 に よ り著明 な胃酸分泌促進効果が認
め られ る .
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図2 ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 負荷 に よ る基礎胃酸分泌
の態度 (S P V前).
ハ イ ド ロ コ ル チ ゾン は酸分泌直接刺激作用 はな い ･
両側副腎摘除犬 に よる実験的研究
酸分泌量 は減少 し続 け , B. A. 0. は 5.0 ± 1.5
mEq で あ っ た . a. c. h. 負荷群 で は減少 し続 けて い た
酸分泌量 は , a . C. h, 負荷後増加 しな が ら回 復 して 行く
が基礎酸分泌採取前値 ま で に は達 しな か っ た . a . c . b.
負荷前60分の 酸分泌量 は 0.87 ± 0 .29 mEq , 負荷
前10 分で は 0.40 ± 0.04mEq で あ っ た が , a . C .
h. 負荷後30分目 の 酸分泌量 は 0.59 ± 0.23 m Eq
に 増加 し負荷後60分目 に も 0.62 ± 0.23 mEq で
あ っ た .
2) イ ン ス リ ン 単独刺激群 ( 図3 )
イ ン ス リ ン 静注直後 よ りinitial inhibition 効果 が
発現し静注 20分後 に は酸分泌量 は最大に 抑制 さ れ た ,
a 仙} ′ ● 馳 ■■ 5 0 蜘 仙
図3 イン ス リ ン単独刺激に よ る胃酸分泌動態
(S P V前).
初期抑制効果と酸 分泌促進効果が明瞭 に認 め
られ る .
図4 イ ン ス リ ン 単独刺激酸分泌 量 と 酸濃度 (S P V
前).
酸濃度の 増加よ り も酸分泌量の 増加が大 であ る .
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酸分泌促進効果 は t 最低血糖値が発来す るイ ン ス リ ン
静江30分後 よ り始 ま り ､ こ の 分画の 酸分泌量 は 0.22
± 0.5･m Eq で あ っ た . 50分後に は pe ak に達 し こ の
分画の 酸分泌量 は 1.23 ± 1 .O mEq で あ っ た . 以後
酸分泌量 は漸減 し続 け ,90分目の 酸分泌量 ま`0.81 ±
0.71m Eq, 120分目 の それ は 0.45 ± 0.44m Eq と
な り 120 分後に は 刺激前値 に も ど っ た . 1 2頭 平均 の
M. A . 0 . は 8 .4 ± 6.O mEq, P. A. 0. は1 7.3 ±
1 0.5 m Eq で あ っ た .
イ ン ス リ ン 静従前 の 血糖値 は1 07.6 ± 13.O mg
/dエで あ り静往30分後に は 最低血糖値34.1 ±
14.4 mg/(‖ に 低下 し た .
酸濃度は (図4) イ ン ス リ ン 静注直後 より 低下 し ,
30分後に は最低酸濃度 76.9 ± 23.1 mEq/ Lに な
る . 以 後酸分泌量の 増加 と共 に 酸濃度も上昇 し 70分後
に は最高酸濃度 99.9 ± 15.9 皿Eq/L と なっ た . そ
の 後 は , 酸濃度 , 酸分泌 量 共 に 次第に 低下 した .
3) イ ン ス リ ン 刺激 + エ ビ ネ フ リ ン 30 ng/ kg ･
min 負荷群 ( 図5)
イ ン ス リ ン 刺激に よ る酸分泌促進効果 は エ ビ ネ フ リ
ン を負荷す る こ とに よ り著 しく 抑制さ れ た . しか しな
が らイ ン ス リ ン 刺激の 酸分泌促進効果は明瞭に 認め ら
れ , イ ン ス リ ン 刺激 50分後 に は pe ak に 達 し こ の 分画
の 酸分泌 量 は 0.80 ± 0.72mEq で あ っ た . イ ン ス
リ ン 単独刺激群の Pe ak は1.51 ± 1.13mEq で あ
っ た . エ ビ ネ フ リ ン 負荷群 で は , イ ン ス リ ン 刺激後1 20
分目 に 1頭以 外す べ て の 犬 で 分泌 は停止 して しま う .
エ ビ ネ フ リ ン 負 荷群 の M, A. 0. は3.6 ± 2.2
mEq で イ ン ス リ ン 単独刺激群 の そ れ は 10.4 ±
軸 ri M崇 ト ･ 仙二
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図5 エ ビネ フ リ ン 負荷に よ るイ ン ス リ ン 刺激胃酸
分泌の 態度 (S P V前).
エ ビネ フ リ ン 負荷 に よ り酸分泌促進効果は著 しく
抑制され る .
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8.9 mEq とな り , エ ビ ネ プ リ ン を 負荷す る こ と に よ り
酸分泌量 は 189% 減少 した . P. A . 0. はそ れ ぞ れ , 8.6
± 5 .8 mEq と 21.0 ± 1 4.3 m Eq であ り 1 44 %
の 減少と な っ た .
酸濃度 は( 図6 ), 両群共に 酸分泌量の 増減 に 比 例す
る が , 両群間 に 差は認 め られ な か っ た .
4) イ ン ス リ ン 刺激 + ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 1 mg /
短 負荷群 ( 図7)
イ ン ス リ ン 単 独刺激群で はイ ン ス リ ン 刺 激後 50分
日に peak に 達 し , こ の 分画の 酸分泌量 は 1.83 士
1.27 m Eq で あ っ た . そ の 後 は漸減 し続 け90分目 で
1.20 ±0.79mEq, 120分目 に は 0.51 ± 0.33
m Eq に 低下し た . a . c. h. 負荷群 で は , イ ン ス リ ン 刺激
に より 酸分泌促進効果時間が延長 , 持続 し た . す なわ
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図6 エ ビネ フ リ ン負荷前, 後 に お ける イ ン ス リ ン
刺激の 酸濃度 (S P V前).
エ ビネ フ リ ン 負荷前, 後 で酸濃度の変化は認 め ら
れ ない .
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図7 ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン負荷 に よるイ ン ス リ ン刺
激胃酸分泌の 態度 (S P V前).
ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 負荷 に よ り酸分泌効果時間が
延長, 持続す る .
達 し1.99 ± 1.6 mEq と な り , 90分目 は 1.69 ±
0.85mEq で .120分目 で も 1.41 ± 0.84mEq の 取
分泌量が 認 め ら れ た . M . A. 0. を比 軟す る と a. c. h.
負荷群 は 15.8 ± 9.5 m Eq, イ ン ス リ ン 単独刺激群
で は 11.4 ± 7 .7 m Eq で あ り a. c. h . 負荷 に よ り
38.6 % の 酸 分泌 量の 増加 と な っ た が , P. A. 0 . で は前
者 で 24.6 ± 1 3.3 m Eq, 後者 で 23.1 ± 13.7
mEq と な り 酸分泌量の 増加 は 6.5 %に と どま っ た .
3ニ 両側 副腎 摘除 + SP V犬
1) 基礎酸分泌群 ( 図8)
SP V前の 基礎酸分泌 量 は , 10分目で は 0.71 ±
0.27 m Eq,60分目 で 0.35 ± 0.14mEq, 90分目で
0.29 ± 0.22 mEq, 120分 目 で 0.32 ± 0.28
mEq で あり 時間 の 経過 に つ れ て 酸分泌 量 は 減少 す る
傾向に あ っ た . SP V後 で は 10分目 で 0.08 ± 0 .07
mEq, 60分目 で 0.07 ± 0.12m Eq, 90分目 で 0.05
± 0.09 m Eq, 120分目 で 0.07 ± 0.13mEq で あ
り 基礎酸分泌量 は著明 に 抑 制さ れ た . B. A. 0 . を比較
す る と , S P V前 は4.3 ± 0.6 m Eq で S P V後で は
0.80 ± 1.O mEq に 減少し , 滅酸率 は 82.2 ±
19.9 %で あ っ た .
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図 8 S P V後 の 基 礎 胃酸分 泌 態度 .




･-･-一･ b 鵬 叫
図 9 ハ イ ドロ コ ル ナゾン 負荷 に よ る基 礎 胃酸分 泌
の 態度 (S P V後).
ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 負荷に よ り酸分泌 量 は増加し
な い .
両側副腎摘除犬 に よ る実験的研究
2) 基礎酸分泌 + ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 1 mg/ kg 負
荷群 ( 図9)
基礎酸分泌群の 10分 目 , 60分目 ,90 分目 , 120分目
の 酸分泌 塵 は , そ れ ぞ れ , 0.0 8 ± 0 .07mEq, 0.07
± 0.12 mEq, 0.05 ± 0.09 m Eq, 0.07 ±
0.13mEq で あ っ た . a. c. h. 1 mg/kgを負 荷し た 時
の 酸分泌量 は , 負荷前 60分で 0.10 ± 0.11mEq.
負荷前 10分 で 0.08 ± 0.1 4mEq, 負荷 後 30分目
で 0,05 ± 0.08mEq, 負荷後60分日 で 0.11 ±
0.19mEq であり , a. C. h. 負荷に よ る 酸分泌 量 の 変化
はみ られ なか っ た ,
3) イ ン ス リ ン 単独刺激群 (図10)
SP V前 で は , 最低血 糖値に な る30 分目よ り酸分泌
促進効果が始ま り 40 分目に は pe ak に 適 し そ れ以後 は
漸減し続 け た . S P V後で は最低血糖値 に 達す る時間 は
SP V前 と同 じ30分後で あ る が 50分目 に な っ て 始 め
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図10 S P V後の イ ン ス リ ン単独刺激 に よ る胃酸分
泌態度 .
イ ン ス リ ン刺激の 減酸率は基礎胃酸分泌の 減酸率
よ り小 さ い .
[
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図11 ハ イ ドロ コ ル ナ ゾン 負荷に よ る イ ン ス リ ン刺
激胃酸分泌の 態度 (S P V後).
ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン に よる 酸分泌 量 の 増加 は起 ら
ない .
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て 酸分泌 が 発現 し 60分目 に は peak と なり こ の 分 画
の 酸分泌 量 は 0.90 ± 0.80mEq で あ っ た . そ の 後
1 00分目ま で 平 衡状態を保 っ たが 以 後次第 に 低下 し
た . 1 20分目の S P V前の 酸分泌量は 0,59 ± 0.22
mEq で あ り S P V後 も0.59 ± 0.36mEq であ っ
た . M . A. 0. を 比較す る と S P V前で は 14.7 ± 7.3
mEq で あ っ た が , S P V後 に は6.0 ± 3.3 mEq に
減少 し , 滅酸率 は 57.1 ± 21.4 %で あ っ た . P. A.
0. は前者で 28.4 ± 11.2 mEq. 後者の それ は 13.5
± 4.6 m Eq で あ り減酸率 は 50.7 ± 14.2 %で あ
っ た .
4) イ ン ス リ ン 刺激 + ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 1 mg/
鹿負荷群 (図11)
イ ン ス リ ン 単 独刺激群 も a. c. h. 負荷 群 も 50分日
より 酸分泌促進効果 が始 ま り , 両 群共60分目 に は
pe ak に達 し た . こ の 分画 の 酸分泌量 は , イ ン ス リ ン 単
独刺激群で は 0.90 ± 0.80 m Eq で あ り t a. c. h. 負
荷群 は 1.03 ± 0.88 m Eq で あ っ た . それ 以後両群
共に peak の 平衡状態を維持 し たが 120分目の 酸分泌
量 は前者 で 0.59 ± 0.36mEq, 後者 で は 0.83 ±
0.46mEq とや や 高値と な っ た . M . A. 0. を比較す る
とイ ン ス U ン 単独刺激群で 6.0 ± 3.3 mEq, a . C .
h. 負荷群 で は 7.0 ± 4.O m Eq と な り , a. C . h. 負
荷 に より や や増加の 傾向に あ るが 著明 な差 は な か っ
た . P. A. 0. で も同様で あ っ た .
4. 血 中ガ ス トリ ン
1) S P V前の イ ン ス リ ン 単独刺激酸分泌 量 と 血中ガ
ス ト リ ン 値 ( 図12)
刺激前 の 血中 ガ ス ト リ ン 値 は 50.8 ± 17.8
P g/ml,30分後 48.6 ± 18.6p g/ 山, 45分後55.6
± 25.3p g/ mL ,60 分後 59.2 ± 22.1 p g/ mL ,
90分後 58.8,± 20.6 p g/mエ ,120分後 53.0 ±
図12 イ ン ス リ ン単独刺激酸分泌量と血 中がス トリ
ン値 (S P V前).
酸分泌 促進反応 は血中ガス トリ ン の 明らか な上 昇





図13 イン ス リ ン 単独刺激酸分泌量 と血 中ガ ス ト リ
ン値 (S P V後).
酸分泌 反 応は血中ガ ス トリ ン の 明 ら か な 上 昇を伴
っ て 起る .
15.6p g/ 雨 で あ り t 最低血糖値が起 る 30分後 に 刺激
値 より や や 低下 し45分後 より 上昇 し始め る が 明 ら か
な pe ak 形成は な く は ぼ横 ば い の 値 を維持 し た . し か
し ,酸分泌反応で は30分目 に す で に 促進効果が発現 し
40分目に は急峻に 上昇 し 50分目 に は pe ak に 達 し
た . す な わ ち外分泌反応 で あ る酸分泌 が内分泌反応で
あ る血中 ガ ス ト リ ン よ り も著 し い 反応 を示し た .
2) S PV 後の イ ン ス リ ン 単独刺激酸分泌量 と血中 ガ
ス ト リ ン 値 ( 図13 )
刺激前の ガ ス ト リ ン 値 は 51.3 ± 24.7 p g/ 山,
30分後65.7 ± 40.7 p g/ 山, 45 分 後88.0 ±
37.O p g/氾エで あ り , 血中ガ ス ト リ ン 値 の 変動 は最低血
糖値が起 る 30分後に は すで に 上昇 して お り , 4 5分 後
に は 明 らか な peak を形成 し た . 7 5分後 は 82.7 ±
25.O p g/mエ.90 分後81.7 ± 33.6 p g/ 血∴ 120 分
後 は 74.7 ± 46.1 p g/ mエと 比 較的ノ高 値 を 維持 し
た . 酸分泌反応 は刺激後 40分目ま で 全く 認 め ら れ ず
50分目 に な っ て か ら促進効果が 発現 し60分目 に は
peak に 達 し た . 外分泌 反応で あ る酸分泌 は , 内分泌 反
応で あ る血中ガ ス ト リ ン 値の 上昇 より 1 5分 ～ 30分遅
れ て 起り始 め , 以後 は , 血中 ガ ス ト リ ン 値の 変動 に 一
致 して 推移 し た .
考 察
イ ン ス リ ン 静注低血糖状態が胃液分泌 を刺激促進 す
る こ と は ,1924年 Dobr eff2)が 犬 で .1925年 Detr e3)が
人で 報告 して 以 来 , 実験 的に も , 臨床的 に も多 く の 研
究 が なさ れ て お り , こ の 胃液分泌促進効果 の 発現中枢
は視床下部の 副交感神経中枢 で 迷走神経系路 に よ っ て
胃に 作用す る とさ れ て い た7). し か し , 1953年 Gr ay3 0)
が 胃酸分泌の Hy pothla mic - Pituita ry - adre n al
-
ga Stric a xis の 存 在 を 証 明 し . 1972年 に は
Haye s
3 1)が 犬に 7 ドレ ナ リ ン を静注 す る と 血中 ガ ス
ト リ ン が 著 明 に 上 昇 す る こ と を 確 認 し , 続 い て
Stadil
3 2)が 人で ア ド レ ナ リ ン 投与 に よ り 血中 ガ ス ト
リ ン の 上 昇 と 同時に 胃酸分泌増加 の 伴う こ と を観察し
た . 現在 イ ン ス リ ン 刺 激胃酸分泌反 応 に は ∴重ノ迷走神
経 の 興奮が直接壁細胞 に 作用す る場合, ②迷走神経の
刺激 に よ り 幽門洞部 G 細胞か ら消化管ホ ル モ ン , ガス
ト リ ン の 放 出が 起り 壁細胞が刺激さ れ る場合 , ③視床
下部 一 下垂 体前葉 一 副腎皮質系か ら副腎皮質ホ ル モ ン
が 放 出さ れ 胃酸分泌 が 起 る場合 , ④ 視床下部交感神経
中枢の 興奮 に よ り 内臓神経一副腎髄質経由か らア ド レ
ナ リ ン が 放出さ れ , 血中 ガ ス ト リ ン の 上昇 に 伴 っ て胃
酸分泌 が 起 る場合が考え られ る .
胃酸分泌 を ひ き起す 低血糖値と血糖値の 低下速度 に
つ い て は 議論の あ る所 で , い わ ゆ る分泌発現 に 関して
の 'a1l o r n o n e, の 概 念4 6)に は 異 論 が あ り .
Is e nbe rgs
4) は人 で Co oke別 は犬で イ ン ス リ ン 量 を 段
階状に 増量す る と それ に 比例 し て 胃酸分泌量が増加す
る こ と を 証明 し て い る . 胃酸分泌反応が起 る低血糖値
の 臨界点 は 50 mg/dL 程度 で あ る こ と が Kalka nd
M eye r
61に よ っ て 示 さ れ , そ の 後 Holla nde r7) に よ っ
て も詳細 に 検索 さ れ て い る . し か し犬 に お い て 25 mg
/ 削 以下の 8),人 に お い て は 15 mg/ 削 以下 の
9)血糖値
で はむ し ろ 分泌 抑制傾向に な る と言 わ れ , 最大分泌反
応施得 る に は適度 の 低血糖状態 (25～ 50 mg/dl)
1削
が 良 い と さ れ て い る . 著者が ラ ボ ナ ー ル 麻酔下 で 両側
副腎摘除犬 を用 い て 試 行 した結果で は , イ ン ス リ ン投
与量 0.3 u/kgで 最低血糖 値 は , 犬 に よ っ て 15 mg
/dl か ら 55喝 /d lの 変動 が あ り , 最低 血糖値発来時
間 もイ ン ス リ ン 投 与後30分か ら 60分後 と 分布 し た
が , こ の 投 与量 で 最 大酸分泌量 を得 る こ と が 出来 た.
分泌促進効果発現時間と血糖値 に つ い て Ihre2 6)は 最
低血糖値時間に 一 致 す る か , そ の 直後に 起 る と の 印象
を述 べ て い る が , 著者の 実 験結果で は , 最低血糖値直
後 な い し , 血糖 値の 上 昇に 伴 っ て 分泌 発来を み る もの
が 12頭中9 頭あ り , 3 頑で は血糖値 が最下点に 向 っ て
下降 し て い る 時間に 分泌 促進効果 が み ら れ た こ と か
ら , こ の 効果の 発釆に は 血糖値の 低下が必 要で ､ 血糖
値 が､C ritic a1 1e v el以 下で あ れ ば どの 時点で も良 い と
考 え る .
外因性 イ ン ス リ ン 低血糖刺激で 起 る 内分泌反応で胃
酸分泌 に 関与す る もの に は , グ ル カ ゴ ン , イ ン ス リ ン ,
ア ド レ ナ リ ン , ノ ル ア ド レ ナ リ ン , グ ル コ コ ル チ コ イ
ド な ど が あ る . 副腎髄質 ホ ル モ ン 分 泌 に 関 し て は ,
Ca n n o n
l =
が 描 で , Su z uki1 2)は犬 で 証 明 し て お り ,
Ar min
1 3-





































泌に 関L て は, Ge rsh be rg1 4}が 低血糖性 グ ル コ コ ル チ
コ イ ド分泌増加は AC T H を介す る こ と を 証 明 し て お
り , La ndo n
1 5)も RI法 で A C T H を 測定 して 同様 の 事
実を確 認 し て い る . Blo om =引 は意識下の yo u ng c alf
を生い て イ ン ス リ ン 刺激 を行 い , 副腎皮質か ら コ ル チ
ゾル
,
コ ル チ コ ス テ ロ ン の 分泌 . 副腎髄質か ら の ア ド
レ ナ リ ン
,
ノ ル ア ド レ ナ リ ン の 分泌 を測 定 し て い るが ,
イ ン ス リ ン 量 0.1 u/
′
kg刺激で は , 血糖値 の 下降 に 一 致
して , ノ ル ア ド レ ナ リ ン を 除い て こ れ ら 各々 の 分泌 増
加が 見 られ , コ ル チ ゾ ル , コ ル チ コ ス テ ロ ン はイ ン ス
リ ン 投与後 50分 に Peak に達 し , ア ド レ ナ リ ン は 30
分後 より 60分後 に わ たり 上昇 が認 め ら れ た と し て , い
る .
･ 以 上 の 基礎的事実の 上に 立 っ て , 胃酸分泌 動態に 対
す る こ れ ら副腎系ホ ル モ ン の 意義 に つ い て 考察を 加え
て み る .
Him sw o rth
1 7>
は ウ レ タ ン 麻酔下の ラ ッ ト に , 下垂
体を 低血糖状態に す る No n - m etaboliz able suga r
で ある 3- 0 - m ethylglu c o s eを持 続点滴す る と ,
副腎髄質が in n e r v ate さ れ た ラ ッ ト で は 胃 酸分泌 は
起 らな い が , 副腎髄質 が de n e r v ate して あ る と 著明な
胃酸分泌反応が起 る と報告 して い る . こ の 胃酸分泌反
応 が起 ら な い 原 因 と し て , 彼 は1 8), 副 腎 髄 質 を
den e rv ate し て な い ラ ッ ト で は , 3 - 0 -
m ethylglu c o s e静注 で ア ド レ ナ リ ン 放 出と共 に 血中
グル コ ー ス が 上昇 し , こ の 上昇し た グ ル コ ー ス と3 -
0 - m ethylglu c o s eが 下垂体内で競合 し, さ ら に ア ド
レ ナ リ ン の 胃酸分泌直接抑制作用が こ れ を強化 して い
ると言 っ て い る . O be rhelm a n1 91は total po u ch dog
を用 い た実験で 経胸的に 交感神経を切断す る と , 基礎
分泌 量 は平均 43%, イ ン ス リ ン 刺激酸分泌 量 で は平均
174 %の 分泌 増加を み た と述 べ て い るが , 著者の 行 っ
たイ ン ス リ ン 刺激酸分泌 量 で も ,両側副腎摘除後で は ,
両側副腎温存犬に 比 べ M . A. 0. で 380%, P. A. 0 . で
570% の 分泌増加と な っ た も の が , エ ビネ プ リ ン を投
与した イ ン ス リ ン 刺激試験 で は , M . A. 0. で 189%, P.
A･ 0･ で 1 44 %の 酸分泌 量 の 減少が 認 め られ , 交 感神
経刺激に よ る カ テ コ ー ル ア ミ ン の 増加が 酸分泌 を抑制
する こ と が 示唆さ れ た .S hafe r2O}も O be rhelm a n1 9}と
同様の 実験 を行い , 交感神経切断後酸分泌量 の 増加 を
観察し て い る が , こ の 時酸濃度よ り も 液量 の 増 加が 酸
分量増加 の 主 体 で あ っ た と言う . こ の 成績 は , 著者の
実験結果 に お い て も , 両側副腎摘除後 の イ ン ス リ ン 刺
激試験 で は , 酸濃度の 増加 より も酸分泌量 の 増加が よ
り大で あり , 又 , イ ン ス リ ン 刺激 に エ ビ ネ フ リ ン を 投
与し た場合 に も酸濃度の 減少は僅少 で ほ とん ど変化 し
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なか っ た こ とを 一 致 して い る .
両側副腎摘除後の イ ン ス リ ン 単独刺激で ,静注後20
分 ～ 30分間initial inhibitio n期 がみ られ た .initial
inhibitio n に つ い て 最 初 に 記載 し た の は 1930年 の
Mahle r
2‖ を し て 囁 矢と す る が , 彼 は こ の 抑制効果 は
イ ン ス リ ン に 因 る直接作用で あ る と推測し て い る . し
か し ,Fo rr est ら
2 2Jは , 血糖下降 と分泌抑制の 程度が平
行す る事か ら , 胃粘膜が 利用 し て い る c arbohydrate
S ubstr ate の 減少が こ の 原因と考え , 01s o n2掴 ヰI も 胃
酸分泌量の 最大抑制発釆時間 は , 最低血糖発釆時間に
一 致 し た と述 べ て い る . しか し著者の 実験で は , 12頑
中3頭 に 最低血糖発釆時間以前に す で に 酸分泌促進効
果が発現 して お り必 ず し も血糖値の 下降が こ の 抑制効
果 に 関与 し て い る と は 思 わ れ な い . Ge ziri2 5} は
Heide nhain po u ch 犬に 交感神経切断術 と両側副腎
摘除を施行し て イ ン ス リ ン に よ る胃酸分泌刺激試験を
行 っ た結 果で も強力な分泌抑制が起 っ た と述 べ , ア ド
レ ナ リ ン , ノ ル ア ド レ ナ リ ン はinitial inhibitio n の
原因で は な い と結論 して い る が , 著者の 実験で も , 両
側副腎摘除を施 し て 行 っ た 結果で あ る の で 少 な く と
も
,
ノ ル ア ド レ ナ リ ン , ア ド レ ナ リ ン の 影響を 除外す
る こ と が で き る
.
と こ ろ で こ の 他 に initial
inhib itio n に 関与 して い る で あ ろう と 考 え ら れ る も
の に , イ ン ス リ ン 溶液中の 不純物 と して の グル カ ゴ ン
や
.
イ ン ス リ ン 静注で 分泌 さ れ る グル カ ゴ ン , エ ン テ
ロ ガ ス ト ロ ン 等が あ る が , 著者の 使用 し たイ ン ス リ ン
中に は グ ル カ ゴ ン は含有し て お ら ず . 又 こ の initial
inhibitio nが イ ン ス リ ン 静注直後き わ め て 早期 よ り
発来す る こ と か ら して , イ ン ス リ ン 静注 に よ り放出さ
れ る 胃酸分泌抑制消化管 ホ ル モ ン に 起因す る と は思 わ
れ ず , 主 な原因 はイ ン ス リ ン の 直接的酸分泌抑制作用
の 可能性が最 も高い と考 え て い る .
イ ン ス リ ン 刺激の 胃酸分泌促進効果 の 持続時間 に つ
い て , Su n ら
2 71は両側副腎を摘除し た人の 実験 で , 胃
液 分泌 は刺激後 45分より 始ま り 1 時間1 5分 で Pe ak
に 達 し , 3時間後に は基礎分泌 量 に も ど っ た と報 告 し
て い るが , 著者の 両側副腎摘除犬を用 い た実験で は ,
イ ン ス リ ン 刺激に エ ビ ネ フ リ ン を投与す る とす べ て の
犬で 1 20分目 に は 胃酸分泌 が 認 め られ な く な っ た の に
対 し , イ ン ス リ ン 単独刺激の 結果で は12頭中 8頑で .
120分後で も酸分泌 が 続 い て い た . す な わ ち , 副腎摘除
犬で の イ ン ス リ ン 刺激試験は , エ ビネ フ リ ン の 抑 制作
用が取 れ た迷走神経の 興奮に よ る酸分泌態度, す な わ
ち , V agaltotal effe ctを み て い ると言 い 得る の で あ っ
て , こ の 持続時間 は犬に お い て 分泌促進効果発現後 2
時間程度 で あ ろう と推測さ れ た .
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Fre n ch2 8)は 1953年に 麻酔下 の 猿 を 前祝床下 部 の
chia s m aの 部位 で 電気刺激す る と 1. 5 ～ 2 時 間後 に
胃液酸度は最低 と なり 3時間以 内で 刺激前値に 復し ,
後 視 床下 部 の m am milary body あ る い は tube r
cin e re u rnを刺激する と pH が最大 に低下す る に は 3
後間を 必 要と し, 5 時間以 内 に は元 に 復す る と報告 し
て い る . しか も前 者の 酸分泌 は両側迷走神経切断術後
完全 に 抑制さ れ , 一 方後者 の 酸分泌 は前 も っ て 両側副
腎 を摘除 し て お く と完全 に 抑制 され る と述 べ て い る .
ま た , 迷走神経切断術と両側副腎摘除を し て お く と ,
前視床下部 , 後視床下部 の い ず れ を電気刺激し て も 胃
液酸度 の 低下 は起 らず , そ れ と 全く 同様の こ と が イ ン
ス リ ン 刺激試験 で も観察さ れ る と言 う
2 9〉
. す な わ ち 無
処置の 犬で イ ン ス リ ン 刺激試験をす る と前視床下部と
後視床下部 の 電気刺激 に よる 合成型の 胃酸分泌態度を
示すわ け で あ る . こ の こ とか ら彼 は , イ ン ス リ ン 刺激
に よ る胃酸分泌反応 を迷走神経系経路由来 と下垂体 一
副腎系経路由来 の 神経体液性 ル ー ト に よ る反応の 2 つ
に分 け に 解釈 した . そ し て 前者 はイ ン ス リ ン静往後最
初 の 2時間ま で に 起る の で こ れ を ea rly pha s e. 後 者
は後期 の 2 時間 に 起 る こ と か ら , こ れ を delayed
pha s eと命名 し た . ま た , Gr ay
3 0)は A C T H
,
コ ル チ ゾ
ル が 基礎酸分泌 を増加する こ と を 観察 し , しか も こ の
分 泌反応 は迷走神経系路性反応か ら自立 して い る こ と
か ら
, 胃酸 分 泌 の hy pothala mic → pituita ry -
adre n al ～ ga S ric a xis の 存 在を 証明 し た の で あ っ
た . 著者 の 両側副腎摘除犬に よ る結果で は , イ ン ス リ
ン 刺激に ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン を 投与 した 時の 酸分泌量
は , イ ン ス リ ン 単独刺激 に 比 較す る と M. A. 0. で
38.6% の 増加が あ り ,迷走神経刺激 に よ る醸分泌反応
は , ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン に よ り促進 され る こ とが 確認
さ れ た . こ の 結 果 は･Za w oiski
計引 が Heide nhain
ga stric po u ch dog で Me cholyl刺激 に よ る 胃酸分
泌 が プ レ ド ニ ゾ ロ ン 投与に よ り著明に 増加 す る と し た
実験結果に 一 致 して い る . 著者の 実験 の ハ イ ド ロ コ ル
チ ゾ ン 投与に よ る酸分泌量増加 の 態度を み る と , こ の
増加 は主 に , イ ン ス リ ン 刺激後90 分目, ハ イ ド ロ コ ル
チ ゾ ン 投与終了後30分目以後の 分泌 増加 に 困 る も の
で あ っ た . すな わ ち ,イ ン ス リ ン 刺激後 40分目 より 80
分目 ま で の 50分間の 酸分泌 量 は ,イ ン ス リ ン 単独刺激
群 で 7.5 mEq で あ り , ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 投与群 で は
8.2 mEq と は とん ど差が み ら れ な い の に ,イ ン ス リ ン
刺激後90分目 より 120 分目ま で の 4 0分間の 酸分泌量
は , 前者 で 3.O mEq で あ り , 後者 で は 6.2 mEq で約
2倍の 増加 を示 し た . こ の こ と か ら推論す る と , イ ン
ス リ ン 刺 激後 80分目 まで の 酸分泌促進反応 は主 に 迷
走神経刺激に よ る も の で あ り , ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン の
作用 は , イ ン ス リ ン 刺激後 90分日 , ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ
ン 投与終了後30分目 以後に な っ て か ら壁 細胞七 及 ぶ
もの と 思わ れ る .Fre n ch2 9)は前述 の 様に イ ン ス リ ン 刺
激胃酸分 泌 反応 を 迷走神 経 系経 路 由 来 の e a rly
pha seと下垂体
一 副腎 系経路由来 の delayed pha s e
に 分 け た が , Su n a nd S hay
3 4) は , こ の delayed
pha s eは迷走神経刺激 の 上 に ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン が投
与 され る こ と に よ っ て ひ き起 され る胃酸分泌反応の 相
乗効果 に 基づ く も の だ と主張し て い る . 著者 の 実験犬
の イ ン ス リ ン 刺激 に ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン投与 し た酸分
泌反応態度 は前述 の 様 で あ り , イ ン ス リ ン 刺激後 80分
目 ま で を e a rly pha s e, そ れ 以後 を delayed phas eと
する の が妥当と思わ れ る .
副 腎皮質ホ ル モ ン の 基礎胃液分泌 に 対する作用 に つ
い て , Gray
2 9)
は 2 - 3 週間の 連統投与は酸分泌増加作
用 が あ る と主 張 して い るが , Dr eilling3 5)は ハ イ ド ロ
コ ル チ ゾ ン 投与後6 時間の 急性基礎胃液分泌試験で は
分泌 増加作用 は認 め られ なか っ た と述 べ て い る . 著者
が 両側副腎摘除犬 を用 い て ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン を投与
し た結果･で は , コ ン ト ロ ー ル 群の 基礎酸分泌量 は時間
経過 と共 に徐 々 に 減少 に 傾 く が ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 投
与後 , 分泌 は増加 に 傾 く . し か し ハ イ ドロ コ ル チ ゾ ン
投与前 の コ ン ト ロ ー ル 倦 ま で 復元 す る こ と は な か っ た
の で , 急性 の 実験 で ほ , ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン に 通 常の
意 味に お け る 様な 酸分泌直接刺激作用 は な い と 考 え
る .
次い で こ の 両側副腎摘除犬に S P V を施行 し 再度基
礎分泌 試験 とイ ン ス リ ン 刺激試験 を行な い t 更に これ
らの 分泌試験 に ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 投与を行 っ て みた .
S P V後 の 減酸率は B. A. 0. で 82.2% , イ ン ス リ ン
刺激試験 の M. A . 0. で 57.1 %, P. A. 0. で 50.7 % で
あ っ た . イ ン ス リ ン 刺 激に よ･る滅酸率 が基礎酸分泌試
験 の 滅酸率よ り 低い が , こ の 原因は , S P Vで 温 存さ れ
た 幽門洞部 Latajetfibe rの 興奮に よ り G 細胞 か ら 放
出さ れ る ガス ト リ ン 8 6〉3
7}に 因る も の と考 え ら れ た .
S P V後の 基礎酸分泌試験 に ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 投
与を 行 っ た 時の 酸分泌 量 は コ ン ト ロ ー ル 群と ほと ん ど
変 らず , S P V後 で も ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン に は 基礎酸分
泌増加作用 はな い もの と 思わ れ た . ま た , S P V後の イ
ン ス リ ン 刺激に ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン を投与 し て も ほと
ん ど 酸分 泌 量 の 増加 は な く , S P V前 で delayed
Pha s eと し たイ ン ス リ ン 刺激90分目以後で も コ ン ト ロ
ー ル 群 と差が な か っ た . こ れ は Su n ら3 4〉が 主 張す る様
に delayed pha s eす なわ ち下垂体 一 副 腎系経路の 駿
分泌促進作用も迷走神経系経路 の 胃酸分泌刺激作用 に
両側副腎摘除犬 に よる 実験的研究
表 1 迷走神経切断術後の イ ン ス リ ン 刺激試験 で
起 る 胃酸分泌反応に つ い て の 異論
1 . In c o mplete v agoto my
A . Un c ut a nd u ninjt.1r ed fiber
･
s
B, Un c ut, inju r ed fibersthat m ay late r
C . Cutfibe rsthat rege n e rate
l. End to e nd
2. By spro uting
2 . No n v agal m e chanisms
A. Neuraln o n v agl m e cha nis m s :1atent
n e rv epaths(spla n chnic s?)be c o m e oper a二
tiv e afte rprl m a ry V agaトpaths a r e c ut
B . No n- n e u r al, n O n V ag l m e cha nis m s :fo r
e x a mple, r elease of epln ePhrin eby hypo -
glyc emia m ay relea s ega strin and thu s
Stim ulate ga stric a cids e cr etio n
依存性 が あ る こ と の 証 明 で あ る .
と こ ろ で 迷走神経切断術後に もイ ン ス リ ン 刺激試験
に よ っ て 胃 酸分泌 反 応が しば し ば み られ るが
,
こ の 機
序と して Holla llde rア】 が 主張す る様 に 即不完全迷走神
経切断術と同意で あ る か どう か を疑問視す る考え が あ
る .
Gr o s s m an
401 は こ の 胃酸分泌反応の 原因 と して 表Ⅰ
の 様な 機序 を考 え て い る の で こ の 点 に つ い て 検討し て
みる . ま ず 2. の B頓 に つ い て は著者の 実験犬 で は 両
側副腎が摘除さ れ て い る の で 否定で き る .2. の A 項 に
つ い て は , Malm eja c ら
4 =は 犬 で SplanChnic s 中 に
Choline rgicfibe rが 存在 し胃に 致達し て い る こ と を
証明し て い る が , 著者 の 実験結果で は , S P V前 の イ ン
ス リ ン 刺激 に ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン を 負 荷投与 す る と
90分目以後 の delayed phas eで コ リ ン 作動性刺激 と
ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン が 相乗的に 作用 し酸分泌反応が促
進し たが , SP V後で は こ の 相東効果 が全 く み られ なか
っ た ･ 従 っ て ,SPla n chnic s中の Cholin e rgicfiber の
作動効果 は考慮 し なく て も良 い と 思 わ れ る . Ⅰ . の
In c o mplete v agotoIny につ い て は ,S P V前の イ ン ス
リ ン 刺激で 血中 ガ ス ト リ ン 値は は とん ど増加 しな い の
に 酸分泌 促進反応は 30分目 よ り起り 始め , 40分巨=こ
は急峻に 増加し , 50分日 に は pe ak に 達 す る . す な わ
ち酸分泌 反 応 は . 血 中ガ ス ト リ ン 値と 関係な く 起き ,
壁細胞は最大の 酸分泌反応 をす る の で あ る . こ の こ と
は , Uv n孟s4 2)が主 張す る様 に 頭相 岬 と 胃相 の 間に は 胃
酸分泌反応 を ひ き起す の に 重要な相関関係が あ る と言
える に し て も , イ ン ス リ ン 刺激胃酸分泌反応 に お い て
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は , 迷走神経 の 壁細胞直接刺激作用が優位に 作用 す る
こ との 現わ れ と考 え る . そ して S P V後の イ ン ス リ ン 刺
激で 5 0分目 よ り 120分冒ま で 酸分泌 が み られ たが ,そ
の 分泌 態度 は S P V前 の そ れ と異 な り , S P V前で は40
分目に pe ak に 達 し て しま う の に ,S P V後 で は 40 分日
ま で 全 く酸分泌反応が起ら ず 50分目よ り始ま り60分
目に は pe ak に達 し1 20分日 ま で 持続し た , ま た こ の
酸分泌 は内分泌反応で あ る 血中 ガ ス ト リ ン 値の 上 昇か
ら 15分遅れ て 始ま り そ の 後 は ガ ス ト リ ン 値 の 動 き と
平行 し て 持続 した , Dragstedt 一 軒 8)は壁細胞領域 の
迷走神経支配 が 断 た れ た 状 態 の モ デ ル で あ る
Heidenhain po u ch with a ntral is olatio n 犬で 幽門
洞部粘膜 の pH を中性 に 保 つ こ と に よ り n egativ e
fe ed back 機構 を 阻害 して イ ン ス リ ン 刺激を行 う と.高
ガ ス ト リ ン 血症 が招来 され , Heide nhain po u ch か ら
酸分 泌反応 が ひ き 起 さ れ る こ と を 証 明 し た .
C hapm a n
3 9} も 同様 の こ と を 確認 し て い る . 著者の 実験
犬で も持続吸引法 で 胃液を採取 し て い る の で , 胃休部
か らの 酸 は幽門洞部 に 達し な い 為 , 同部は 中性に 保た
れ て お り Dr agstedt
3 8}
, C hapm a n
3 9}の 実験 モ デ ル と 同
様の も の と考え られ , こ の こ とか ら S P V後 に イ ン ス リ
ン 刺激 で ひ き起 され る酸分泌反応 は , 不完全迷走神経
切断術 の た め で はな く , G 細胞 より 放出さ れ る ガ ス ト
リ ン 由来の V agala ntr al pha s e ofs e c r etio n だ と 想
定 し得る .
迷走神経切断術後 に み られ る高 ガス ト リ ン 血症 に つ
い て は , そ の 原 因, 意義 に 関 して は未だ 不明な点 も あ
るが , 原因 と し て は , 迷走神経切断術 に よ る壁細胞の
感受性の 低下 に 伴 う幽門洞部の 反応性の 過宿肘 4】 , ガ
ス ト リ ン 放 出に 対 す る迷走神経性抑制機構の 破綻 柏 な
どの 関与 が考え られ て い る .
結 論
ラ ボ ナ ー ル 麻酔下 に お い て ; 両側副 腎摘除犬と こ れ
に S P V を付加 し た犬を 用 い て , 基礎胃酸分泌 と イ ン ス
リ ン 刺激胃酸分泌 反 応か ら迷走神経系経路の 胃酸分泌
動態 を , 更 に こ れ らの 犬 に 外因性 エ ビ ネ プ リ ン な ら び
に ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン を負荷投与す る こ と に よ り下垂
体一副腎系経路の 胃酸分泌動態 を検索し次の 結果 を得
た .
1. 副腎温 存犬で イ ン ス リ ン 刺激を 行 う と 胃酸分
泌 反 応を 認 め な い が , 両側副 腎摘除犬で は著明 な胃酸
分泌 反 応 を 認 め た .
2. 両側副腎摘除犬の イ ン ス リ ン 刺 激試験 に お い
て エ ビ ネ フ リ ン を 負荷投与す る と 胃酸分泌反応 は著明
に 抑制さ れ , 外 因性 ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン 負荷投与で は
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胃酸分泌 は促進反応 を示 した . しか し , 基礎胃酸分泌
反応 に 対 して は ハ イ ド ロ コ ル チ ゾ ン に 酸分泌 促進作用
は なか っ た .
3. 両側副腎摘除犬に S P V を付加 し た と こ ろ , ハ
イ ド ロ コ ル チ ゾ ン の イ ン ス リ ン 刺激 に 対す る酸分泌促
進作用 は なく な っ た .
4. 両側副腎摘除犬に イ ン ス リ ン 刺激 を行 い , 血中
ガ ス ト リ ン と 酸分泌反応を み る と , S PV 前 で は血中ガ
ス ト リ ンと関係な く酸分泌反応 が起 る が , S P V後 で は
血中ガ ス ト リ ン の 上昇と と も に 酸 分泌 反応 が ひ き起 さ
れ た .
以上 の こ と より , イ ン ス リ ン 刺 激に よ る 胃酸分泌促
進作用は ∴ 迷走神経を介し て 放出され るガス トリン の 壁
細胞刺激作用 より も , 迷走神経 の 壁細胞直接刺激作用
が優位 で あ り , 下垂体 一 副腎皮質系経路 の 胃酸分泌促
進作用は迷走神経系経路 に 依存性 が あ る こ と が 明 らか
とな っ た .
稿を 終る に あたり . 御指導 と御校閲賜わ っ た 宮崎逸夫教授
に深甚な る謝意 を表 し ます , 直接指導を 賜 っ た , 西田良 夫博
士 ∴狛藤貴幸博士 に心か ら感謝 しま す .
本論文の 要 旨は昭和53 年一 帯 78 回日本外科学会総会で 発
表した .
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Ab$電柑 Ct T he Vagal m e chanis m in ga stric a cids ecr etion Wa s$tudied by gⅣ1nginsu瓜n hy po･
glyc e mia stim ulatio n o ntotal adre nale cto miz ed dogs wit hor v?it ho ut selectiv eproxim alv ago-
to m y (S P V). T he pituita ry-adre nal-ga Stric a xis wa s e xamin ed by administering e x oge nous
adr e n o c o rticoids o r epln ePhrin esto these dogs.
T he follo wing r e sults w e re obtain ed.
1 ･ A signific a nt r espo nse in gastric s ecretio n w as observ ed byin su址I Stim ulatio nin the group
With to aladr e nalecto my, W h ne no gast ric secreto ry re spon s e･W aS Ob tained in the dog$ wi t h-
O utadre nalectom y.
2. T he administer atio n of epin eph rin etow ards the adren ecto mized dogs under ins uh stim u-
1atio n br o ught abo ut a sigmi fica nt reductio n ofgastric acidse c retory respon se and hydro-
COris on a c c ellated the r espo nse . Ho we v e r, hydr o corti$ On e did not sho w the acc eler ativ e
effect in ga stric acidsecretio nfo rt he basala cidoutput.
3･ After SPV, t he potentiatio n effe cts by c o mb in ing hydr o c o rtis o ne and insulin hy poglysemia
Stim ulatio n w e re c o n sider ablylesspr o n o u n c ed .
4･ T he gast ric a cidsecr eto ry r espo n s esto insuはn stim ulation ont he adr e nale cto mized dogs wer e
m anifested wit houtele v ation ofse rum gaStrin
-befo reS P V
,
but w e r e ev oked withaninc rem ent
Ofse ru mga Strin 1e velafter SPV .
Fro mthese r e sults above
,
it is c o n cluded that the secretory respo nse ofgast ric a cidto the
in s ulin stim ulatio n is m o r edepe nde nt upon the direct a ctio ns ofthe Vagio nt士IePa rietal1C ells
tha nthe in dire ct a ctio n s of v agal 止be rated ga st rin fro mthe antr um on thepariet alcells, a ndthe
gast ric a cids ecr eto ry r e spo nse t hr o ughthe hy pothalamic-Pituita ry-adrenal-ga Stric a xis depends
upo ntbe Vagu s.
